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地点 Aと地点 Bが一般道路あ⃝(以下，道路あ⃝)と高速道路い⃝(以下，道路い⃝)でつな

がっている．車の制限速度は，道路あ⃝が時速 30km で，道路い⃝が時速 80km である．

道路あ⃝におけるAから Bまでの道のりは 75km であり，道路い⃝におけるAから Bま

での道のりは 48km である．

道路あ⃝上に地点 Pがあり，道路あ⃝における PからAまでの道のりは 10km である．

また，地点 Q は道路あ⃝において Pと Bの間にある．ただし，Qは，P，B のいずれ

とも異なる地点である．

太郎さんは，Pから Qに車で行くことになった．Pから Qに行くには，Pから道

路あ⃝だけを通って Qに行く経路 1と，Pから道路あ⃝を通って Aに行き，Aから道路
い⃝を通って Bに行き，B から道路あ⃝を通って Q に行く経路 2がある．

道路あ⃝における Pから Q までの道のりがどれくらいであれば，経路 2を選ぶ方が

経路 1を選ぶより短い時間で Qに到着できるかを考えたい．ただし，車はつねに制

限速度で走るものとする．

道路あ⃝において，PからQまでの道のりを xkm とすると，PからAまでの道のり

が 10km であり，Pと Bの間に Qがあることから x < 65である．

経路 2を選ぶとき，道路あ⃝を通っている時間は
キク − x

ケコ
時間となるので，経

路 2を選んだ場合の PからQまでの所要時間は

 キク − x

ケコ
+

サ

シ

時間と
なる．よって，経路 2を選ぶ方が経路 1を選ぶより短い時間でQに到着できることを

表す不等式は

キク − x

ケコ
+

サ

シ
ス x

セソ

となる．これを解くと

x > タチ . ツ
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となる．したがって，道路あ⃝における PからQまでの道のりが タチ . ツ km よ

り長ければ，経路 2を選ぶ方が経路 1を選ぶより短い時間で Qに到着することがで

きる．

ス の解答群

0 < 1 >

(24 共通テスト 追・再試験 I・IA 1[2])

【答】
キク

75

ケコ

30

サ

3

シ

5

ス

0

セソ

30

タチ

46

ツ

5

【解答】
道路 あ⃝において，Pから Qまでの道のりを xkm (x < 65)とする．
経路 1を選ぶときの Pから Qまでの所要時間は

x
30
時間 …… 1⃝

である．
経路 2を選ぶとき，道路 あ⃝の道のり 75− xkmを時速 30kmで走るから，道路 あ⃝を通ってい

る時間は

75− x
30

時間 ……（答）

であり，道路 い⃝では道のり 48kmを時速 80kmで走るから，道路 い⃝を通っている時間は
48
80

= 3
5
時間

であるから，経路 2を選んだ場合の Pから Qまでの所要時間は

75− x
30

+ 3
5
時間 …… 2⃝ ……（答）

となる．
よって，経路 2を選ぶ方が経路 1を選ぶより短い時間で Qに到着できることを表す不等式

は 1⃝, 2⃝の大小を比較して
75− x
30

+ 3
5

< x
30

……（答）

となる．これを解くと

75− x+ 18 < x

∴ x > 93
2

= 46.5 ……（答）

となる．したがって，道路 あ⃝における Pから Qまでの道のりが 46.5km より長ければ，経路
2を選ぶ方が経路 1を選ぶより短い時間で Qに到着することができる．


